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【研究テーマ】 

1. アルツハイマー病の発症メカニズムの解明と予防・治療法の確立 

2. アルツハイマー病研究への人工多能性幹細胞(iPS 細胞)技術の応用 

3. カルシウム依存性細胞内プロテアーゼ・カルパインの神経細胞死における役割の解明 
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【研究費取得状況】 

1. カルシウム依存性細胞内プロテアーゼ・カルパインの神経細胞死における役割の解明:

基盤研究(B) 

2. iPS 細胞を駆使した神経変性疾患病因機構の解明と個別化予防医療開発: 戦略的創造

研究推進事業(CREST) 
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【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 77 編 （邦文） 0 編 

総説  （欧文） 6 編 （邦文） 37 編 

著書  （欧文） 5 編 （邦文） 8 編 

紀要  （欧文） 1 編 （邦文） 0 編 

特許  （国内）1件、（米国）2件； 申請中（国内）2件、（PCT）1 件 


